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定した雇用の創出・確保に努める必要がある。 

・ ６次産業化推進事業件数（累計）は、へちまに始まり、小松菜、枝豆、桃など順調に推移して

いる。今後も富山６次産業化サポートセンターによる専門的な指導助言や国県の補助事業

を積極的に活用し、６次産業化による新商品開発等に向けた取組を推進していく。 

 

「【基本目標３】 市の魅力を内外に発信し、新しい人の流れづくり」の数値目標の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

・　純移動数（転入者数－転出者数）は、令和元年度に目標値を超え、その後も増減はあるも

ののいずれも目標値を上回って推移している。外国人の転入が多いことから、多言語対応

等外国人にとっても住みやすいまちづくりを進めていくと同時に若者の定着を図る取組を

推進する。 

・　射水市観光ホームページ閲覧数は、年度毎に増減しており、観光機運が影響したものと考

えられる。今後も新たな観光商品の造成や観光地に魅力向上を図り、メディアの露出に対

応した内容を掲載してアクセス数を増やし、関係人口の増加に繋げる。 

 

「【基本目標４】 安全で安心して暮らせる時代に合ったまちづくり」の数値目標の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 地域の支え合い体制の推進地域数は取組以降順調に増加し、未整備地区は１地域のみとな

った。これは、地域での支え合い体制構築の必要性を周知し、認知された成果と言える。今

後も高齢者が地域において自立した日常生活を営むことができるよう、住民主体の多様な

支え合い活動がより充実するよう支援していく。 

・ まちづくり講座参加者のうち、まちづくりに積極的に参加したいと答えた人の割合は、実施

年度により増減がみられる。これは実施年度毎に新たな視点でのセミナーや講座を企画・

開催して、協働・共創・参画意識の醸成を図っているものの、参加者のニーズの多様化等に




























































